

















































































































































































































































































































































8 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター 「社会教育主事等の在り方に関する調査研究報告魯」 2016年8月
9 社会教育主事養成等の改善・充実に関する検討会「社会教育主事登成の見直しに関する基本的な考え方について」
2017年8月

























































































































































13 文部科学省 平成 22年度社会教育の実態に関する基本調査事業［社会教育主事の養成と活用・キャリアの実態
に関する調壺報告書；
14 「社会教育主事講習等規定の一部を改正する省令案の概要及び留意事項」「社会教育主事国周等規定の一部改正
に関する説明会」資料 2018年 1月28日
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おわりに
本論では、社会教育行政の首長部局への移管、社会教育主事養成の見直しの政策から、「社
会教育職員不要」論、形成的な民主主義をめぐる議論を経て、専門職養成をめざす大学の
役割をショーンの議論のなかで「省察的実習」と「鏡のホール」を手がかりに検討してきた。
また、多様な場で実践する「社会教育士」を含む学習支援者の学びあうコミュニティを創
出する役割を大学が担っていくことを展望した。
社会教育行政を首長部局へ移管していく議論は、表層的・短期的な「行政効率」の議論
にとどまっているといわざるを得ない。「自由な選択」を可能にするために、人々が相互に
交流する中で価値観を形成していく過程を不問に付すことはできない。私たちにとって、
人々がその社会に参加し、責任を担う立場を経験しつつ、異なる文化的背景に寛容な言論
により、民主主義社会を形成していく展望をもつことが必要になる。そのために、子ども
にとっての「基礎教育」から社会教育まで、生涯にわたる時間軸を持った、教育と形成の
営みが求められる。
その際に「職員不要」とする認識は、ショーンの専門職教育論、コミュニケーションの
分析から見れば、「無責任」といわざるを得ないであろう。高度に専門分化された科学技術、
グローバリゼーションの中で対立する意見の調整が求められる事態に対して、大学が社会
的役割を担うとすれば、専門職養成のプロセスを、学的な背景、大学組織の在り方、そし
て学生と教員の意識変革も含めてデザインすることが求められる。すなわち、「実践的能力
と専門知の関係」を転換させること、〈技術的合理性のモデル〉から〈行為の中の省察〉へ
と専門職教育の在り方を変えていくことが求められる。
本論で検討した中で、政策的にも理論的にも一つの焦点を結んでいるのが「実習」であっ
た。専門職養成において実践的なカリキュラムを導入していくことの意味、コーチと学生
のコミュニケーション、学生が実践家の探究の様式を学ぶプロセスなど、今回十分に検証
していないが、これまでの明治大学の社会教育実習・社会教育演習において、思い当たる
場面が浮かび上がる。
ショーンはアージリスとともに取り組んだ「行為理論ゼミナール」で時間について言及
しており、〈省察的実習〉のための時間のデザインが課題となると考える。すなわち、学生
にとって実習と省察を経験する中で、立ち止まったり、試行したり、再び歩き出したりす
る時間であり、実習先にとって実践を展開しつつ学生の実習を迎え入れることの意味を大
学と了解していくための（おそらく何年にもわたる）時間である。大学の都合だけでなく、
学生にとって、実習先にとっての時間軸をもった「実習」のデザインが求められる。
「実習」は、状況の中で展開していくので、ある面で「おまかせ」や事後的な対策になら
ざるを得ない。しかしそれは「デザインする」意識を放棄することではない。より長い時
間軸を創り出しつつ、状況と対話していくことが求められるのではないだろうか。
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